
７月例会「初夏・水辺のいきもの探検」報告書 

●主 催 立田山自然探検隊・熊本市（森の都推進部長・みどり公園課長ほか6名参加） 

●と き 令和6年７月28日（日） 午前１０時～正午 

●ところ お祭り広場／トンボ池周辺（集合・解散） 

●指導員 藤井、益田、清田、倉光、長濱、佐藤、藤井(景) 

●講 師 清水 稔 先生（熊本博物館学芸員） 

●参加者 25家族、64名 

●観察種 54種 

(水生動物１7種) マユタテアカネ(ヤゴ)、ギンヤンマの仲間(ヤゴ)、コオイムシ(卵つき)、コツブゲンゴロウ、マ

メゲンゴロウ、ウスイロシマゲンゴロウ、タマガムシ、ヒメセマルガムシ、マツモムシ、コマツモムシ、アメリ

カザリガニ、ヌマエビの仲間、ニホンアカガエル、トノサマガエル、アカハライモリ、ドジョウ、カダヤシ 

(陸生動物37種) ウスバキトンボ、ショウジョウトンボ、ハラビロトンボ、ベニイトトンボ、マユタテアカネ、

ツマグロヒョウモン、ベニシジミ、クロヒカゲ、ショウリョウバッタ、マダラバッタ、ヒメクサキリ、ハネナガ

イナゴ、コカマキリ、オオフタモンウバタマコメツキ、シロテンハナムグリ、ナナホシテントウ、タマムシ、コ

クワガタ、ノコギリクワガタ、ヨツスジトラカミキリ、ナガニジゴミムシダマシ、キマワリ、ワキグロサツマノ

ミダマシ、オオヒラタシデムシ(幼虫)、ツチカメムシ、キマダラカメムシ、クモヘリカメムシ、ケラ、アブラゼ

ミ、クマゼミ、ニイニイゼミ、ツクツクボウシ(抜殻)、キアシナガバチ、セスジスズメ、アシナガグモ、ザトウ

ムシ、ミミズ 

   

    

    

熱中症警戒アラート発令中の猛暑の中で開催。暑さにもめげず、魚あみやバケツ、虫あみや虫かご

を持った子ども達が集まりました。始まりの会が終わると子ども達はトンボ池に入り、お祭り広場を

走り回って「水辺の生きもの」採集し、清水先生や自然観察指導員から名前を教えてもらいました。 

今年は、昨年(38種)を上回る54種の動物を確認。トンボ池は昨年度(約2週間)、完全に干し上が

り「水生動物」への影響が心配されましたが、数字の上では多くの動物が何とか生き延びたようです。 

 



 

 
 


